
計画を推進するための基本的な枠組み 

 

 「地域」という言葉からは、身近な隣近所から市全体まで、様々な範囲がイメージできます。南アルプス市地域福祉

計画では、市における「地域」を５つの階層に整理して、一つひとつの課題への対応を考えます。 

 

 それぞれの階層に、地域の困りごとを早期発見するための「相談できる場」（専門職がいる公的機関から、隣近所の

住民同士で声をかけあえる環境まで）と、課題に対して地域で解決策を考えるための「地域福祉を話し合う場」（地域

ケア会議）をつくることを目指します。 

 

計画の推進体制 （市民、行政、社協、関係機関の一体的な取り組み） 

 

南アルプス市 

   
行政の責務として 

横断的な庁内体制のもと 

施策を推進します 

地域福祉施策推進会議 

 
官民の関係者が 

計画の具体的な実践を 

進捗管理します 

地域ケア会議と住民参画 

  
住民や関係機関が気軽に 

地域福祉活動に参加する 

場づくりをすすめます 

社会福祉協議会 

 
住民に身近な社協として 

相談支援を基盤とした 

活動を展開します 

４つの基本目標に対する重点施策について、実践の状況を把握し、成果や課題を確認していきます。 

 

福祉に関するわがまちの相談機関一覧 

市民のみなさん一人ひとりへのきめ細かな相談支援と同時に、ともに生き支えあう地域づくりを担う支援機関です。 

名称 所在地 ＴＥＬ 

南アルプス市地域包括支援センター 小笠原３７６（福祉総合相談課内） ２８２－７２５０ 

南アルプス市家庭児童相談室 ２８２－６０４９ 

南アルプス市障害者虐待防止センター ２８２－７２５０ 

南アルプス市障害者相談支援センター 小笠原３７６（市役所内） ２８２－６７８０ 

南アルプス市ふくし相談支援センター 寺部６５９ （社会福祉協議会内） ２８４－７８３０ 

南アルプス市成年後見センター ２８３－８７２２ 

（平成 27 年 4 月現在） 

南アルプス市保健福祉部福祉総合相談課 
〒400-0395 山梨県南アルプス市小笠原 376 

TEL055-282-7223 FAX055-282-6095 

 

 

 

 

 

 

 

 

すべての市民の「ふだんのくらしのしあわせ」を目指すための計画です 

 

地域福祉計画は、南アルプス市が進める福祉のまちづくりの基本となる計

画です。（根拠法令：社会福祉法第 107 条） 

「福祉」とは、「しあわせ」「ゆたかさ」などを表す言葉です。 

年齢や性別、障害の有無や、おかれる環境などに関わらず、誰にでも当たり

前の「ふだんのくらしのしあわせ」がある地域。 

そんな地域を、みんなで作っていくために、住民の地域活動への関わり、公

的な福祉サービスやそれを担う支援機関・支援者のあり方など、福祉をとり

まく「人」や「しくみ」の目指す姿と方策を定めるものです。 

 

様々な要因によって、「ふだんのくらしのしあわせ」が当たり前にならない場合があります・・・ 

 

認知症をきっかけに 

周囲とのつながりを失い 

生活の質が低下した高齢者 

 

親世代からの貧困の連鎖の 

なかで、生きる意欲を 

もてない子ども 

 

変わり者、しわい、困る人 

まわりからそう見られて 

排除されている人 

 

誰にも相談できず 

抱え込んだ末に、 

虐待してしまう介護者 

 

今、少子高齢化や核家族化、働き方の多様化が進み、従来それぞれの家庭や地域社

会にあった「支える力」が不安定になっています。病気や障害、経済情勢の変化など、

ひとたび何かあると誰でも生活困窮となりやすい状況があります。 

そんな中、南アルプス市は平成２４年度に福祉総合相談課を新設しました。高齢・

障害・子どもなどの既存の制度の狭間で、複合的な「生きづらさ」を抱え、自分では

どうすることもできずにいる市民の方々のご相談が日々、寄せられています。 

第５層 隣近所・組の圏域

第４層 自治会 の圏域

第３層 小学校区 の圏域

第２層 旧町村単位の圏域

第１層 南アルプス市全域



基本理念  
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【重点施策】 

①身近な地域のお節介を担う人を増やします 
  身近な地域で早期発見や見守り、支えあいを担う人を増やします。 

  周囲も認める「福祉委員」のような役割の創出を目指します。 

 

②地域ケア会議の創設・充実をすすめます 
  身近な地域から市全体まで、住民・関係者が協働で地域の課題発見や

解決に取り組めるしくみをつくります。 

【関連施策・事業】 

(1)ボランティア育成の充実 

(2)避難行動要支援者の支援の充実 

(3)市民後見人の養成 

(4)地域の自主防災活動の充実 

(5)市民活動とその支援の充実 

【重点施策】 

①地域で展開できる 

わがまちの福祉教育プログラムをつくります 
  多様性や違いを体験的に学べる福祉教育のメニューをつくり、子ども

から大人まで地域の中で展開します。企業や学校にも広げます。 

 

②福祉教育をすすめるチームと人づくりを行います 
  福祉関係やボランティアのほか多様な地域活動の主体からなるネット

ワークをつくり、福祉教育の実践を継続的に支えます。 

【重点施策】 

①すべての子どもが自信と誇りをもって 

成長できるための地域の支えをつくります 
  生まれた環境に人生を左右されず、地域の大人との関わりの中で、 

  学力など生きる力を獲得できる場をつくります。 

 

②一人ひとりに応じた「働けるまちづくり」をすすめます 
  企業などで直ちに働けない多様な人へのきめ細かな就労支援や就労準備

支援、働く場や役割を得られる地域の受け皿づくりをすすめます。 

【重点施策】 

①支援者のための学びの場の創出をすすめます 
  制度やサービスにあてはめる支援でなく、本人中心の地域生活支援を

実践できる支援者（専門職など）を増やします。 

 

②コミュニティソーシャルワーカー（ＣＳＷ）の配置を

すすめます 
  生きづらさを抱える一人ひとりへの相談支援と同時に、住民や関係機

関を巻き込んだ地域づくりをすすめる専門職を配置します。 

【関連施策・事業】 

(1)認知症や高齢期の充実した暮らしへの

学びの推進 

(2)心の健康に対する学びの推進 

(3)子どもや子育てに対する学びの推進 

(4)障害者への理解促進・啓発の推進 

(5)男女共生や国際化への学びの推進 

【関連施策・事業】 

(1)要保護児童対策の充実・強化 

(2)途切れのない支援の推進 

(3)高齢者や障害者の活躍の場 

(4)ピアサポートや当事者活動 

 

【関連施策・事業】 

(1)総合的・専門的な相談支援 

(2)生活困窮者自立支援制度への対応 

(3)地域包括ケアシステム構築の推進 

(4)虐待防止・虐待対応 

(5)自殺予防対策の推進 

(6)市役所の庁内体制及び人材の確保 


